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❝Unite for Good❞「よいことのために手を取り合おう」 

国際ロータリー第 2520地区 

仙台宮城野ロータリークラブ 

例会場/ ホテルメトロポリタン仙台 

仙台市青葉区中央 1-1-1℡.022-268-2525 

例会日/ 毎木曜日 12:30～13:30 

事務所/ ホテルメトロポリタン仙台内 

℡ 022-268-3243 fax022-268-3296  

Email ： miyaginorc@dune.ocn.ne.jp 

H P ： http://www.miyaginorc.jp/ 

 
 

3月のロータリー月間テーマ 

「水と衛生月間」 

3月のロータリーレート 

1㌦＝156円 

【会 場】 

ホテルメトロポリタン仙台 

21階 銀河 12：30～13：30 

例会終了後３月度定例理事会 

【本日の卓話】 

外国人の子ども・サポートの会 

代表 田所 希衣子様 

管理栄養士 ドゥワディ アバ様 

「日本に来てから１８年間」 

紹介者：荒若 健志会員 

例会予定  

【3月】 

19日（木）休 会 

26日（木）通常例会 

卓話：セルプロケアデンタルクリニック院長 市川 嘉子様  

紹介者：桜井康博会員 

【4月】 

2日（木）休会 

9日（木）通常例会・4月度定例理事会 

16日（木）→例会変更 18日（土）「地区大会」 

23日（木）親睦夜間例会「お花見会」→26日（日）に移動 

30日（木）休会 

 
3月 5日会長・幹事報告 

〇仙台南ロータリークラブよりインターシティ・ミーティング御礼が届いております。 

以上 回覧致しました 

【本日の例会】 

◇ 開会点憧 

1. ロータリーソング    ・・・ 我等の生業 

2. ゲスト及びビジター紹介 ・・・ 親睦委員長 

3. 会 長 挨 拶     ・・・ 小幡 敏美 会長 

4. 幹 事 報 告     ・・・ 佐藤 英征 幹事 

5. ニコニコＢＯＸ     ・・・ S･BOX委員長 

6. 出 席 報 告     ・・・ 出席委員長 

7. 卓   話     ・・・外国人の子ども・サポートの会様 

8. ロータリーソング    ・・・ 四つのテスト 

◇ 閉会点憧 

 

 

 

 

3月 5日 ニコニコ BOX 

荒若 健志会員…3月 1日に娘が無事高校を卒業できました。子育て完了まであと 2年… 

        頑張らないと… 

佐藤 英征幹事…3月に入り、春の足音が少しずつ近づいてきました。皆様いかがお過ごしでしょう

か。オンラインカジノは違法です。皆さん気をつけましょう。 

石川 小百合会員…君島様、本日は宜しくお願い致します。 

mailto:miyaginorc@dune.ocn.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 5日卓話報告 

 

聖和学園短期大学 保育学科 

准教授 君島 智子様 

「現代の子育て支援について」 

 

本日は、現代の子育て支援について、これまでどのように子育て支援策が展開されてきたについて、国

の福祉施策や自治体の子育て支援策の実態をご説明させていただき、その後、実際にこれから子育てを

経験する若者が子育て支援についてどのような意識を持っているかについてご紹介させていただき、今

後の子育て支援の方向性についてお話させていただけたらと思います。 

まず、日本では、1989（平成元）年、合計特殊出生率（合計特殊出生率とは、15歳〜49歳の女性の年齢

別出生率を合計した、1人の女性が生涯に産む子供の推定人数）が過去最低の 1.57となり、翌年には日

本の高齢化が 12.1％となったことにより、政府は少子高齢化社会への対応をする必要が出てきました。

そこで、1990（平成 2）年には、「老人福祉法の一部を改正する法律」が制定され、「福祉関係８法」（児

童福祉法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、老人福祉法、母子及び父子並びに寡婦福祉法、社会

福祉事業法、老人保健福祉法、社会福祉・医療事業団法）が改正されました。また、1989（平成元）年

「高齢者保健福祉十か年戦略」（ゴールドプラン）、1994（平成 6）年に「新・高齢者福祉推進十か年戦

略」（新ゴールドプラン）と、「今後の子育て支援のための施策の基本方針について」（エンゼルプラン）

が策定され、1995（平成 7）年には「ノーマライゼーション７か年戦略」（障害者プラン）が策定されま

した。しかし、その後も、合計特殊出生率は減少を続けましたので、2003（平成 15）年に少子化への対

応策として「少子化対策基本法」、「次世代育成支援対策推進法」を制定、2012（平成 24）年に幼児教

育・保育の質の向上と地域の子育て支援の推進を目的とした「子ども・子育て関連３法」を制定し、

2013（平成 25）年には子どもの貧困対策の推進に関する法律」（子どもの貧困対策法）を制定しまし

た。また、2022（令和 4）年 子ども施策の基本理念を定めた「こども基本法」が制定され、翌年、子

どもに関わる政策を総括する「こども家庭庁」が発足するなど、深刻化した少子化対策のために、様々

な福祉施策を展開しています。 

次に、実際に自治体では、国の施策に対して、具体的にどのように、施策展開をしているかについてで

すが、これまでに私が子ども・子育て支援計画策定に、委員として関わらせていただきました宮城県松

島町の事例をもとにご紹介させていただきます。松島町では、「松島町子ども・子育て支援事業計画」を

策定し、①幼児期の学校教育・保育、②地域子ども・子育て支援事業、③児童館、④次世代育成支援行

動計画、⑤子どもの貧困対策などを多岐にわたる子育て支援事業を展開されています。この策定におい

ては、町民の意向を汲み取るためにアンケートを実施し、地域住民が求めるサービスをいかにすると提

供できるかについて検討を重ね、実際の施策を展開されています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に、地域子ども・子育て支援事業では、利用者支援事業、地域子育て支援拠点事業、妊婦健康診査、乳児家

庭全戸訪問事業、養育支援訪問事業、子育て短期支援事業、ファミリー・サポート事業、一時預かり事業、延

長保育事業、病児保育事業、放課後児童クラブ、実費徴収に伴う補足給付等、多様な主体の参入促進事業など

を取り組まれました。また、児童館も新設し、様々な子育て支援を展開できる体制を整えました。さらには、

子どもの貧困対策として、児童扶養手当、乳児家庭全戸訪問事業、松島町母子福祉対策資金貸付事業、義務教

育段階の就学援助、奨学金貸与、特別支援教育就学奨励費負担等、小学校入学準備支援事業、スクールカウン

セラーの活用、スクールソーシャルワーカーの活動、母子父子家庭医療費助成、チャイルドシートレンタル、

生活困窮者への自立支援などについても行われています。このような多様なニーズに対して、一つ一つ丁寧に

対応され子育て支援を行われていると私自身も実感しているのですが、それでもなお、町の合計特殊出生率が

上昇することは難しいといった現状も見られます。 

こうした実態に対応すべく、国では、2022（令和 4）年に、これまで別々であった母子保健・児童福祉の両機能

が一体的に相談支援を行う機関として、子どもの家庭センターを設置し、包括的な支援を行えるようにしてい

ますが、実際に今後、このようなサービスを利用する世代は、現代の子育て支援についてどのように感じてい

るかについて、ご紹介させていただきます。本学、保育学科の大学 1年生を対象に行っています授業のなかで、

子育て支援に求めるものについてグループごとに発表をさせた内容で、最も多いのが金銭給付・サービスの無

償化といった内容でした。具体的には、子どもが成長する過程で必要なお金の無償化、子どもの医療費の無償

化、給食費、教材費、行事費などの公的補助（経済状況の左右なし）、児童手当の増額、出産費用の無償化、出

産・育児支援金の増額、発達に応じた無料の専門相談、子どもの習い事の送迎サービス無料、夜間、緊急ベビ

ーシッター無償化、出産後、子育てに必要なオムツ、ベビーフードなど消耗品を申請すれば送ってくれるサー

ビスといった内容です。なかには、現在、国や自治体で実施されているものもありますが、そこには完全に無

償化とはいえない実情があり、これから子育てを経験するであろう学生たちは、子育てにはお金がかかるとい

いう認識が高く、そこを改善して欲しいと願っていることが明らかになりました。また、保護者支援として、

親のメンタルケア、単親家庭への支援、24時間相談にのってくれる窓口、病児をすぐに預けられる、病児の自

宅訪問型サポート、親が仕事でも無償で預けられる、職場等で子どもを預かってくれる施設等があると良いな

どの意見がありました。さらに、社会への要望として、地域の交流できる場を増やす、父親の育休を取りやす

くするために、男性育休取得率 100％の企業に助成金、育休を取りやすくする、育休中の給与を実質 100％にす

る、職場復帰後の時短、在宅勤務を強制的に保障、子どもの発熱、行事、怪我などの突然の予定変更に対応し

やすい勤務体制などといった要望も挙がりました。加えて、オンライン化として、一時預かりをアプリにする、

保育現場に ICT 導入などの意見もありました。今回の学生の意見は、大学 1 年生というまだまだ未熟な学生た

ちの意見ではありますが、このような視点を職場や社会が理解して、これまでの実情を少しずつ変えていくこ

とで、今後の子育て環境が改善し、若者たちが、子育てをしたいと思える環境になっていくのではないかと思

っているところです。 

今回は、卓話の機会をいただきまして、誠にありがとうございました。また、今後どこかでお目にかかること

ができましたら、有難く存じます。 

【お花見会】 

  ご家族皆様で是非ご参加ください   

日時：令和 8 年 4 月 26 日（日）11：30～13：30 

会場： バーベキューパーク 青葉山  

会費：大人(会員・ご家族)5,000 円～7,000 円予定 

（参加人数による）お子様 無料 

ご出欠は 3 月 26 日（木）まで事務局へお知らせください。 

親睦ゴルフ納会コンペ      

令和 8 年 5 月 31 日（日）集合時間 8：50 

場所：表蔵王国際ゴルフクラブ 

参加料：１名 3,000 円 

プレー費及び食事等は各自ご負担下さい 

ご出欠は４月６日（月）まで事務局へお知らせください。 


